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酪農危機突破！全国酪農民緊急特別集会



全
国
酪
農
民
緊
急
特
別
集
会

　

９
月
７
日
、「
酪
農
危
機
を
突
破
す
る

た
め
の
全
国
酪
農
民
緊
急
特
別
集
会
」
が

自
民
党
本
部
８
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
か
ら
三
宅
委
員

長
、
小
村
副
委
員
長
、
女
性
部
か
ら
安
富

副
委
員
長
、
青
年
部
か
ら
藤
本
委
員
の
４

名
と
事
務
局
の
入
江
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
約
２
０
０
人
の
酪
農
家
が
出

席
し
、
酪
政
会
の
自
民
党
議
員
の
方
々
に

経
営
の
厳
し
さ
を
訴
え
、
早
急
な
対
策
を

要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
、
岡
山
県
選
出
の
逢
沢
議

員
・
平
沼
議
員
・
山
下
議
員
・
石
井
議
員

と
あ
べ
議
員
（
秘
書
）
が
駆
け
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
海

上
輸
送
費
高
騰
、
円
安
な
ど
で
輸
入
穀
物

や
粗
飼
料
が
高
騰
し
、
価
格
は
２
倍
近
く

値
上
が
り
し
て
お
り
、
並
行
し
て
配
合
飼

料
も
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
牛
乳
消
費
が
低
迷

し
、
11
月
か
ら
の
乳
価
の
価
格
改
定
は
あ

る
も
の
の
、そ
れ
だ
け
で
は「
い
く
ら
待
っ

て
も
光
が
見
え
て
こ
な
い
厳
し
い
状
況
。

酪
農
家
の
今
ま
で
の
努
力
が
無
駄
に
な
ら

な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
」「
酪
農
民
の

自
助
努
力
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
」
と
挨

拶
で
佐
藤
委
員
長
は
窮
状
を
強
調
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
熊
本
、
徳
島
、
埼
玉
、
秋

田
の
代
表
が
一
人
ず
つ
我
が
家
の
実
情
を

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。「
資
産
を
取
り
崩
し

て
も
今
年
い
っ
ぱ
い
。
ど
の
く
ら
い
生
き

残
れ
る
か
」「
子
ど
も
た
ち
に
後
を
継
い

で
も
ら
い
た
い
が
、
今
の
経
営
状
況
で
は

子
ど
も
た
ち
に
大
変
な
苦
労
を
さ
せ
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
で
仕
方
な
い
」
と
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
う
け
て
自
民
党
酪
政
会
の
会
長

で
あ
る
森
英
介
議
員
も
、
用
意
さ
れ
た
原

稿
を
読
ま
ず
に
「
皆
さ
ん
の
訴
え
に
胸
が

詰
ま
る
思
い
だ
。
経
営
が
持
続
で
き
る
よ

う
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
自
ら
の
言
葉
で

応
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
会
で
の
緊
急
特
別
要
請
は
、
従
来
の

生
産
基
盤
強
化
対
策
を
踏
襲
の
う
え
、

１
．
購
入
粗
飼
料
価
格
の
高
騰
を
受
け
る

酪
農
経
営
に
対
す
る
支
援

２
．
高
騰
す
る
配
合
飼
料
価
格
に
対
す
る

適
切
な
対
応
、
支
援
の
継
続

３
．
上
昇
し
た
（
化
学
）
肥
料
の
価
格
に

対
す
る
適
切
な
対
応
、
支
援

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
緊
急
特
別
集
会
に
参
加
し
た
我
々

は
、
自
民
党
酪
政
会
の
議
員
の
方
々
へ
、

経
営
安
定
・
生
産
基
盤
強
化
に
資
す
る
諸

対
策
の
拡
充
に
よ
り
、
後
継
者
・
担
い
手

が
夢
と
希
望
を
持
て
る
魅
力
あ
る
酪
農
と

な
る
よ
う
、
早
急
に
政
府
に
手
を
打
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

緊急特別集会

岡山県出席者（左から安富・入江・小村・三宅・藤本） 集会前の岡山県の皆さん

会場全景
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
11
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
　
畜
産
研
究
所

　

11
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
の
方
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の
評

価
を
牛
群
検
定
成
績
か

ら
行
う
た
め
、
検
定
参

加
農
家
の
方
を
譲
渡
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
は

牛
の
体
調
・
精
液
の
確

保
状
況
等
に
よ
り
、
急

遽
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま

す
。

　

次
回
の
採
卵
は
12
月

８
日
㈭
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
ご
意
見
あ
り
ま
し
た

ら
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

交配情報 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日
♀：ＯＡＣ　キヤロツトケイ　ヨダー　キアリス　ＥＴ

11／11

（コスモポリタン）
1407270799

・名牛「コスモポリタン」の系統
・体型・能力ともに兼ね備えた才色兼備型
・娘牛にも高ＮＴＰ牛多数輩出

♂：パインツリー　Ｉ　パースーツ　ＥＴ
（米TPI第12位）

・高泌乳力かつ、高い飼料効率と低い体細胞数
・強い免疫（immunity＋）と生産寿命の長さ
・安産傾向で、Totalで欠点の少ない種雄牛

♀：ＯＡＣ　パール　キング　パトリ　プリズム　ＥＴ
（プロミス）
1407270645

・低い体細胞数と高い繁殖性
・泌乳能力、耐久･繁殖性、全てに優れる万能

型
・おとなしい性格も含め、管理形質の高さ
♂：ハートジエンリー　リチヤード　チヤール　ＥＴ

（米TPI第13位）

・小柄で、かつ高い飼料効率
・低体細胞数と高繁殖性など管理形質の良さ
・付着、高さ、高耐久性の乳器

※GEBV：EBV＋ゲノミックの評価値です。

GEBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2108

1828

284

2%

1%

19%

61% -4

115573
3%

8%
73247

0
20
40
60
80

100

年齢 05-09　体高 156.6㎝　体長 181.9㎝

EBV
総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

2137

1700

285

2%

2%

19%

4% 152

112892
3%

0
20
40
60
80

100

年齢 06-00　体高 159.8㎝　体長 180.1㎝
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現
況
調
査
修
正

　

９
月
号
の
お
か
ら
く
便
り
に
掲
載
し
ま
し
た
、

令
和
４
年
８
月
１
日
現
在
の
現
況
調
査
の
集
計
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

改
め
て
訂
正
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

☆
戸
数
・
頭
数

　

乳
牛
の
飼
養
戸
数
及
び
頭
数
は（
表
１
）の
と
お

り
１
７
４
戸
、１
４
，８
９
４
頭
と
前
年
８
月
に
比

べ
戸
数
で
は
10
戸
、
頭
数
で
は
３
２
８
頭
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
品
種
別
で
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

は
１
３
，２
８
２
頭（
３
１
２
頭
減
）ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
他
は
１
，６
１
２
頭（
16
頭
減
）で
し
た
。

　

飼
養
戸
数
の
内
訳
は
、（
表
２
）
の
と
お
り
関

係
機
関
を
除
く
搾
乳
農
家
が
１
７
１
戸
、
育
成
農

家
２
戸
、
関
係
機
関
４
戸
で
す
。
ま
た
、
肉
用
牛

飼
養
農
家
は
41
戸
で
し
た
。

　

経
産
牛
頭
数
は
１
０
，８
９
６
頭
（
２
７
３
頭
減
）

育
成
牛
頭
数
は
３
，９
９
８
頭
（
55
頭
減
）。
搾
乳

農
家
１
戸
当
た
り
の
平
均
飼
養
頭
数
は
85
・
６
頭

（
５
・
１
頭
増
）、
平
均
経
産
牛
頭
数
は
62
・
６
頭

（
３
・
５
頭
増
）。育
成
牛
率
は
26
・
８
％
と
な
り
、

前
年
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。

☆
各
地
区
の
飼
養
状
況

　

乳
牛
飼
養
総
頭
数
を
地
区
ご
と
に
見
る
と
（
表

１
）
南
支
所
で
は
、
西
大
寺
地
区
が
１
７
３
頭
減

少
、
備
南
地
区
が
89
頭
増
頭
、
び
ほ
く
地
区
が
９

頭
減
少
。
津
山
支
所
で
は
、
勝
英
地
区
が
1
頭
増

頭
、
津
山
地
区
が
１
５
１
頭
減
少
、
真
庭
地
区
が

85
頭
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、育
成
牛
率
で
全
体
の
平
均
よ
り
高
い
地
区

は
津
山
・
西
大
寺
・
真
庭
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
飼
養
頭
数
別
の
酪
農
家
戸
数

　
（
表
３
）
の
飼
養
頭
数
別
酪
農
家
戸
数
を
み
ま

す
と
30
頭
未
満
の
飼
養
農
家
は
55
戸
（
31
・
１
％
）、

30
頭
か
ら
49
頭
の
飼
養
農
家
は
45
戸
（
25
・
４
％
）、

50
頭
か
ら
79
頭
の
飼
養
農
家
は
38
戸
（
21
・
５
％
）、

80
頭
か
ら
１
４
９
頭
の
飼
養
農
家
は
25
戸
（
14
・

１
％
）、
１
５
０
頭
か
ら
４
９
９
頭
の
飼
養
農
家

は
11
戸
（
６
・
２
％
）、
５
０
０
頭
以
上
の
飼
養
農

家
３
戸
（
１
・
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
哺
育
素
牛
・
肥
育
・

和
牛
繁
殖
関
係
の
頭
数

　

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は

９
，０
８
３
頭
で
す
。
う
ち
哺
育
農
家
、
肥
育
農

家
、
和
牛
繁
殖
農
家
の
飼
養
す
る
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
・
Ｆ
１
・
和
牛
等
の
頭
数
は
７
，６
０
０
頭
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
家
の
飼
養
す
る
和
牛
・
Ｆ
１
等
の

哺
育
素
牛
・
肥
育
・
和
牛
繁
殖
牛
の
総
頭
数
は
１
，

４
８
３
頭
で
す
。

☆
飼
料
作
付
面
積

　

自
給
飼
料
の
作
付
面
積
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

１
，５
６
８
ha
、
ス
ー
ダ
ン
・
ソ
ル
ゴ
ー
、
と
う

も
ろ
こ
し
、
そ
の
他
牧
草
の
順
で
し
た
。

　

昨
年
と
比
較
し
て
、
全
体
の
作
付
面
積
は
減
っ

て
い
ま
す
が
、
１
戸
当
た
り
の
平
均
で
は
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

乳牛頭数等取りまとめ表（表１）
令和４年８月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西 大 寺 備　　南 び ほ く 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

乳 牛 飼 養 戸 数
（対前年増減）

28 25 21 74 28 31 41 100 174
（−2） （0） （−1） （−3） （−1） （−5） （−1） （−7） （−10）

乳 牛 総 頭 数
（対前年増減）

1,055 6,309 1,097 8,461 2,035 1,685 2,713 6,433 14,894
（−173） （89） （−9） （−93） （1）（−151） （−85）（−235）（−328）

経 産 牛 頭 数
（対前年増減）

703 4,791 815 6,309 1,600 1,115 1,872 4,587 10,896
（−117） （18） （4） （−95） （−19）（−112） （−47）（−178）（−273）

経 産 牛 頭 数 の
占める割合（％） 6.5% 44.0% 7.5% 57.9% 14.7% 10.2% 17.2% 42.1%

経 産 牛 率（％） 66.6% 75.9% 74.3% 74.6% 78.6% 66.2% 69.0% 71.3% 73.2%

育 成 牛 率（％） 33.4% 24.1% 25.7% 25.4% 21.4% 33.8% 31.0% 28.7% 26.8%

ホルスタイン種 976 6,302 1,097 8,375 2,035 1,685 1,187 4,907 13,282

ジャージー種他 79 7 0 86 0 0 1,526 1,526 1,612

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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おからく現況調査総括表（表２）
令和４年８月１日現在

南　　支　　所 津　山　支　所 おからく
合　計西大寺 備　南 びほく 小　計 勝英地区 津山地区 真庭地区 小　計

酪 農 家 戸 数
搾乳農家 27 25 21 73 28 30 40 98 171
育成農家 1 1 1 1 2
合　　計 28 25 21 74 28 30 41 99 173

関係機関戸数
搾乳農家 1 1 1 1 2 3
育成農家 1 1 1
合　　計 1 0 0 1 0 1 2 3 4

酪 農 場 総 数
（乳牛飼養戸数）

搾乳農家 28 25 21 74 28 31 41 100 174
育成農家 1 1 2 2 3
合　　計 29 25 21 75 28 31 43 102 177

肉 用 牛 飼 養 農 家 戸 数 4 5 4 13 10 14 4 28 41
総農家戸数（関係機関を含む） 33 30 25 88 38 45 47 130 218

ホルスタイン
頭 数

６ヶ月未満 62 284 68 414 110 145 85 340 754
６〜24ヶ月 245 1,068 177 1,490 322 418 280 1,020 2,510
24ヶ月以上 669 4,950 852 6,471 1,603 1,122 822 3,547 10,018

合　計 976 6,302 1,097 8,375 2,035 1,685 1,187 4,907 13,282
うち経産牛頭数 651 4,786 815 6,252 1,600 1,115 803 3,518 9,770

ジャージー他
頭 数

６ヶ月未満 5 5 96 96 101
６〜24ヶ月 22 2 24 357 357 381
24ヶ月以上 52 5 57 1,073 1,073 1,130

合　計 79 7 0 86 0 0 1,526 1,526 1,612
うち経産牛頭数 52 5 0 57 0 0 1,069 1,069 1,126

乳 用 牛 総 飼 養 頭 数 1,055 6,309 1,097 8,461 2,035 1,685 2,713 6,433 14,894
経 産 牛 頭 数 703 4,791 815 6,309 1,600 1,115 1,872 4,587 10,896
乳用牛１戸当たり飼養頭数 37.7 252.4 52.2 114.3 72.7 54.4 66.2 64.3 85.6
乳用牛１戸当たり経産牛頭数 25.1 191.6 38.8 85.3 57.1 36.0 45.7 45.9 62.6

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。

地区別酪農家戸数（育成農家・関係機関を含む）（表３）
令和４年８月１日現在

支所・事務所 平均
年齢

飼 養 頭 数 別 酪 農 家 戸 数
1〜9 10〜19 20〜29 30〜39 40〜49 50〜59 60〜79 80〜99 100〜149 150〜249 250〜499 500〜999 1000〜 計

南
支
所

西大寺 小計 65 4 2 5 8 4 3 2 0 1 0 0 0 0 29
備　南 小計 56 2 3 1 2 2 2 2 1 4 2 1 2 1 25
びほく 小計 59 3 0 8 5 1 1 0 0 1 1 1 0 0 21
南支所　計 60 9 5 14 15 7 6 4 1 6 3 2 2 1 75

津
山
支
所

勝　英 小計 58 1 1 5 2 6 2 3 3 3 0 2 0 0 28
津　山 小計 58 2 2 6 4 2 4 4 2 4 1 0 0 0 31
真　庭 小計 55 3 1 6 6 3 5 10 2 4 3 0 0 0 43
津山支所　計 57 6 4 17 12 11 11 17 7 11 4 2 0 0 102
合　　計 58 15 9 31 27 18 17 21 8 17 7 4 2 1 177

※酪大第１牧場及び第２牧場は１農場とする。
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水
の
重
要
性
に
つ
い
て

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
　
大
阪
支
所
　
中
四
国
事
務
所
　
大
竹
　
美
穂

は
じ
め
に

　

日
増
し
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

朝
晩
の
寒
暖
差
も
大
き
く
な
り
、
徐
々

に
冷
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
は
「
水
」
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど

う
し
て
も
飼
養
管
理
の
際
に
意
識
が
行
く

の
は
「
飼
料
」
の
ほ
う
に
な
り
が
ち
か
と

思
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
五
大
栄
養
素
に

水
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
六
大
栄
養
素
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
、
水
も
と
て
も
重
要
な
栄
養
素

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
水
が
ど
う
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の

か
、
水
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
乳
牛
の
飲
水
行
動
や
子
牛
の

飲
水
制
限
に
つ
い
て
も
お
話
で
き
た
ら
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
ご
承
知
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

振
り
返
り
程
度
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

水
の
重
要
性

　

さ
て
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も
重
要

な
水
で
す
が
、
乳
牛
に
と
っ
て
も
水
は
と

て
も
重
要
で
す
。
水
が
な
け
れ
ば
生
命
維

持
は
不
可
能
で
す
。
ま
し
て
や
毎
日
た
く

さ
ん
の
生
乳
を
生
産
す
る
乳
牛
に
と
っ
て

は
、
最
も
多
く
消
費
す
る
栄
養
素
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
体
内
の
水
分
が
わ
ず
か

に
変
化
す
る
だ
け
で
も
健
康
状
態
、
産
乳

に
影
響
が
あ
る
そ
う
で
す
。

水
の
機
能

　

水
は
乳
牛
に
と
っ
て
、
生
乳
生
産
・
体

温
調
節
な
ど
体
機
能
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
細

胞
間
で
栄
養
や
他
の
重
要
な
物
質
の
運

搬
、
消
化
、
糞
尿
、
そ
し
て
呼
吸
を
通
し

た
老
廃
物
の
排
除
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

水
分
摂
取
を
制
限
さ
れ
る
と
、
飼
料
の
摂

取
量
の
低
下
や
乳
量
の
減
少
な
ど
に
影
響

が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

飲
水
行
動

　

乳
牛
の
１
日
の
水
分
摂
取
量
の
約
40
％

は
、
採
食
と
搾
乳
の
２
時
間
以
内
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
日
の
飲
水
回
数
は
飼
養
密
度

な
ど
に
よ
っ
て
も
変
化
し
ま
す
が
、
５
～

８
回
程
度
、
１
日
の
飲
水
量
は
乳
量
・
飼

料
の
乾
物
含
有
量
・
泌
乳
ス
テ
ー
ジ
・
環

境
温
度
な
ど
い
く
つ
か
の
要
素
に
左
右
さ

れ
ま
す
。
社
会
的
順
位
と
正
の
相
関
が
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し

て
、
１
日
の
飲
水
時
間
は
約
13
～
17
分
程

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

乳
牛
の
飲
水
行
動
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
は
、
水
槽
の
定
期
的
な
掃
除
も
重

要
で
す
。
牛
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
場
所
で
、
新
鮮
か
つ
清
潔
な
水
を
提
供

す
る
こ
と
が
乳
牛
の
飲
水
行
動
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。

子
牛
の
飲
水
制
限
に
つ
い
て

　

子
牛
の
飲
水
制
限
は
子
牛
の
体
重
増
加

を
38
％
低
下
さ
せ
た
り
、
ス
タ
ー
タ
ー
の

摂
取
量
を
31
％
低
下
さ
せ
る
と
い
っ
た

デ
ー
タ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に

子
牛
に
と
っ
て
も
水
は
重
要
な
も
の
だ
と

分
か
り
ま
す
。「
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
る

か
ら
水
は
給
与
し
な
く
て
も
大
丈
夫
」
で

は
な
く
、
水
は
水
と
し
て
自
由
に
子
牛
が

飲
め
る
よ
う
な
環
境
作
り
が
重
要
で
す
。

最
後
に

　

今
回
は
水
に
つ
い
て
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
文
字
ば
か
り
で
読
み
に
く

か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。

　

水
は
毎
日
た
く
さ
ん
の
生
乳
を
生
産
す

る
乳
牛
に
と
っ
て
重
要
な
栄
養
素
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
愛
牛
の
飲
水
行
動
な
ど

に
注
目
し
て
み
る
と
、
ま
た
違
っ
た
目
線

で
牛
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

何
か
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
近
く
の
全
酪
連
ス
タ
ッ
フ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

秋
が
深
ま
り
ゆ
く
季
節
、
お
身
体
に
お

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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第16回全共開催日決定!!
　2019年に発生した新型コロナ感染症により延期となっていました全共宮崎大会は、場所を北海道に移
し、下記の通り２日間にわたり開催することが決定されました。
　ホルスタイン種368頭（一般枠276頭、高校枠20頭、後代検定娘牛枠72頭）、ジャージー種32頭の合計
400頭規模となります。
　なお、各都道府県の出品頭数割当については、今後のブロック内との協議・調整、日本ホルスタイン
登録協会の理事会等を経て決定される見込みです。
１．開 催 日　　令和７年10月25日㈯～26日㈰（２日間）
２．開催場所　　北海道勇払郡安平町
３．搬　　入　　令和７年10月20日㈪13時～24日㈮13時まで
４．申込締切　　令和７年９月29日㈪

（注８） （注２） （注５）（注７）

区　　　別 生年月日の範囲
基準日　令和７年９月30日（注１）

頭数
400 産地 検定成績証明

ゲノミック評価

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雌
牛

未　
　
　

経　
　
　

産

１部 後代検定娘牛 R６.10.１～R６11.30 10月以上～12月未満 24

自　

県　

産
（
注
３
）

母牛が検定成績証明申
込中（または証明済）
ただし、母牛が未経産
の場合は、出品牛がゲ
ノミック評価成績を有
し、かつ祖母が検定成
績証明済（注６）

２部 R６.８.１～R６.９.30 12月以上～14月未満 24

３部 R６.６.１～R６.７.31 14月以上～16月未満 24

４部 R６.４.１～R６.５.31 16月以上～18月未満 24

５部 R６.２.１～R６.３.31 18月以上～20月未満 24

６部 R５.12.１～R６.１.31 20月以上～22月未満 24

経　
　
　
　
　
　
　

産

７部 後代検定娘牛 R４.10.１以降 36月未満（２歳） 24

国　

内　

産
（
注
３
）

本牛が検定成績証明申
込中（または証明済）

８部 R５.４.１以降 30月未満（２歳ジュニア） 26 本牛が検定成績証明申
込中

９部 R４.10.１～R５.３.31 30月以上〜36月未満（２歳シニア） 26

本牛が検定成績証明申
込中（または証明済）

10部 後代検定娘牛 R３.10.１～R４.９.30 36月以上～48月未満（３歳） 24

11部 R４.４.１～R４.９.30 36月以上～42月未満（３歳ジュニア） 26

12部 R３.10.１～R４.３.31 42月以上～48月未満（３歳シニア） 26

13部 R２.10.１～R３.９.30 ４歳以上～５歳未満 24

本牛が検定成績証明済14部 R１.10.１～R２.９.30 ５歳以上～６歳未満 24

15部 R１.９.30以前 ６歳以上 24

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
雌
牛

未
経
産

16部 R６.５.１～R６.９.30 12月以上～17月未満 8 国
内
産
（
注
４
）

母牛が検定成績証明申
込中（または証明済）17部 R５.12.１～R６.４.30 17月以上～22月未満 8

経　

産

18部 R４.10.１以降 36ヵ月未満 8 本牛が検定成績証明申
込中（または証明済）

19部 R４.９.30以前 36ヵ月以上 8 　〃　（48月以上は検定
成績証明済）

注１：出品区分の基礎となる年齢は、令和７年９月30日をもって算定する。
注２：出品牛は国内産で血統登録牛（受精卵移植による生産牛は、登録時所有者が居住する都道府県を産地とする）
注３：ホル種未経産牛は自県産で、経産牛は国内産とし、飼養期間は設けない。
注４：ジャ種未経産牛並びに経産牛は国内産とし、飼養期間は設けない。
注５：未経産牛で生後20月以上のものは、妊娠確実であること。180日以上で早流産したものは経産牛とみなす。
注６：22月未満未経産牛は母牛が検定成績証明申込中または証明済みのもの。
　　　ただし、母牛が未経産の場合は、出品牛がゲノミック評価成績を有し、かつ祖母が検定成績証明済みのもの。
注７：輸入受精卵によっては生産された出品牛の母牛の検定成績及びゲノミック評価成績は、当該外国登録団体が発行

する証明書により判定する。
注８：後代検定牛とは、わが国の後代検定事業に参加している種雄牛を父にもつものをいう。
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バ
タ
ー
作
り
体
験

　

９
月
23
日
、「
バ
タ
ー
作
り
教
室
」
を

津
山
市
の
㈱
坂
手
フ
ァ
ー
ム
で
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
牧
場
見
学
・
体
験
ツ
ア
ー
」

の
一
般
消
費
者
の
方
た
ち
（
旅
行
会
社
・

雑
誌
の
編
集
者
・
観
光
協
会
の
方
々
・
美

作
大
学
生
な
ど
）
総
勢
10
名
が
、
概
要
説

明
の
後
、バ
タ
ー
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
バ
タ
ー
作
り
は
初
め
て
で
、
興

味
津
々
の
中
、
生
ク
リ
ー
ム
の
入
っ
た
ボ

ト
ル
を
振
り
、
時
々
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開
け

中
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
バ
タ
ー
を
作
ら
れ
ま
し

た
。

　

全
員
が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ク

ラ
ッ
カ
ー
に
つ
け
て
試
食
。「
牛
乳
で
も

バ
タ
ー
が
作
れ
る
の
？
」「
こ
ん
な
簡
単

に
バ
タ
ー
が
作
れ
る
の
ね
」「
フ
レ
ッ
シ
ュ

バ
タ
ー
で
美
味
し
い
」「
出
張
お
願
い
で

き
る
の
？
』
等
、
い
ろ
ん
な
感
想
や
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
さ
な
活
動
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
体

験
を
と
お
し
て
酪
農
へ
の
理
解
醸
成
・
牛

乳
乳
製
品
の
消
費
拡
大
へ
つ
な
が
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
生
乳
課
）

ドキドキのバター作り初体験

ワクワクの試食

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

木
々
の
色
づ
き
に
秋
の
深
ま
り
を
感

じ
る
頃
に
な
っ
た
わ
け
で
…
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
蒜
山

の
夏
の
話
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
年

は
全
国
各
地
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

蒜
山
地
域
で
も
大
小
合
わ
せ
て
８
ヵ
所

で
３
年
ぶ
り
の
夏
祭
り
が
あ
り
ま
し

た
。
蒜
山
の
す
べ
て
の
夏
祭
り
に
欠
か

せ
な
い
の
が
「
大
宮
踊
」
で
す
。「
大

宮
踊
」
と
は
、
蒜
山
地
域
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
盆
踊
り
で
す
。
神
社
や
寺
で
毎

年
、
子
孫
繁
栄
や
豊
作
な
ど
を
願
う
伝

統
の
踊
り
で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
は

な
く
、
生
唄
と
太
鼓
の
リ
ズ
ム
の
み
で

踊
り
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
踊
ら
れ
て

き
た
と
の
説
も
あ
り
ま
す
が
、
起
源
に

は
諸
説
あ
り
詳
細
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
踊
り
の
普
及
活
動
を
行
う

団
体
が
「
大
宮
踊
保
存
会
」
と
、
地
域

自
主
組
織
と
し
て
旧
川
上
村
上
福
田
地

区
の
青
年
有
志
で
結
成
さ
れ
た
「
う
わ

は
ん
会
」
が
あ
り
ま
す
。
唄
い
手
、
太

鼓
、
踊
り
手
の
３
チ
ー
ム
で
構
成
さ

れ
、
私
も
昨
年
か
ら
両
団
体
に
踊
り
手

と
し
て
入
会
し
、
は
じ
め
は
軽
い
付
き

合
い
程
度
で
し
た
が
、
練
習
を
重
ね
る

う
ち
に
、
誰
よ
り
も
う
ま
く
踊
り
た
い

な
ど
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
し
ま
い
に

は
、
こ
う
い
う
文
化
を
絶
や
し
て
は
な

ら
な
い
…
な
ど
と
い
う
あ
る
種
、
責
任

感
の
よ
う
な
も
の
が
芽
生
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
ん
ま
と
憑
り
つ
か
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
、
保
存

会
の
重
鎮
の
方
々
や
地
域
の
方
々
に
踊

り
を
褒
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
、
若
干
調
子
に
乗
っ
て
い
る
私
は
、

今
後
、
踊
り
を
極
め
た
後
、
太
鼓
も
唄

も
極
め
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
大
宮
踊
」
と
い
う
文
化
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

北
の
国
か
ら
２
０
２
２
夏

蒜
山
事
務
所
　
山
口
　
英
範
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事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
８
月
31
日
、
第
２
６
２
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
、
８
月
３
日
、
４
日
に
実
施
し
た

令
和
４
年
度
６
月
末
基
準
日
と
す
る
監
事

監
査
の
結
果
に
つ
い
て
各
監
事
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
４
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
度
７
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
ヨ
ー
ネ
病
支
援
対
策
事
業
の
継
続
に
つ

い
て

　

ヨ
ー
ネ
病
支
援
対
策
事
業
は
２
年
ご
と

の
見
直
し
と
な
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ネ
病
の

み
な
ら
ず
疾
病
対
策
に
有
効
で
あ
り
継
続

す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
酪
農
経
営
緊
急
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

酪
農
窮
状
下
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
協

議
し
支
援
内
容
を
決
定
し
た
。

○
全
酪
連
出
資
配
当
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て

　

全
酪
連
出
資
配
当
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
協
議
し
全
酪
連
へ
の
増
資
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。

○
報
告
事
項

　

仮
決
算
の
日
程
に
つ
い
て
、
現
況
調
査

の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
未
記
入
農
家
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
酪
農
政
治
連
盟
全
国
酪
農
民
緊
急
特

別
集
会
に
つ
い
て
、
全
酪
連
事
業
分
量
配

当
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
び
ほ
く
Ｓ
Ｐ

の
営
業
日
時
変
更
に
つ
い
て
、
津
山
・
真

庭
地
区
及
び
蒜
山
地
区
全
戸
巡
回
の
延
期

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

全農岡山県本部総合家畜市場ＩＶＦ上場結果
IVF・ET産子（出場頭数・落札価格） （価格はすべて税別）

開催月 性別 出場頭数 成立頭数 平均体重 平均日齢 最高価格 最低価格 平均価格

７月

メス 17 17 100 86 499,000 201,000 318,059

オス 33 33 98 80 519,000 169,000 375,515

８月

メス 19 19 91 73 455,000 300,000 367,053

オス 27 26 95 76 500,000 282,000 403,231

９月

メス 13 13 94 83 456,000 297,000 353,846

オス 46 46 106 82 519,000 79,000 398,283

人　
　

事

異
　
動
（
令
和
４
年
10
月
１
日
付
）

　

英
保　

美
咲
（
津
山
支
所
）（総

務
部
付
）
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生乳販売量（令和4年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和4年度）生乳販売量（令和3年度） 購買取扱数量（令和3年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

８

８
４～８

４～８
８

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５８９,６６６
３,０６１,０５１

７,１８６
４０,５３９
３４７,２８９

,

２９７,５５７
１,５２５,２３０

７,０５２
３８,４８８
７８,３８６

１４７,２６１
７９６,８８５

６５
１,５６８

１２８,７２７

１４４,８４８
７３８,９３１

６９
４８３

１４０,１７６

99.0 
100.3 
93.2 
98.5 
99.9 

98.6 
98.0 
95.0 
97.8 
99.5 

98.2 
103.1 
36.3 
119.1 
99.1 

100.8 
102.1 
68.3 
97.6 
100.9 

5,339
5,251

7,208

7,745

　

９
月
に
つ
い
て
は
、
大
手
畜
産
業
者
の
民
事
再
生
法
申
請
か
ら
副
産
物
価
格
が
さ

ら
に
暴
落
、
飼
料
高
と
併
せ
て
導
入
意
欲
は
減
退
し
て
お
り
、
平
均
価
格
は
税
込

46
万
９
千
円
（
前
月
比
４
万
７
千
円
安
）
と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
下
牧
に
向
け
て
出
回
り
頭
数
が
増
加
す
る
時
期
と
な
る
中
、
飼

料
高
と
生
乳
生
産
抑
制
に
加
え
、
副
産
物
価
格
の
低
迷
に
よ
り
導
入
は
一
定
の
更
新
需

要
に
留
ま
る
と
見
ら
れ
、
相
場
は
弱
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

１０月の主な行事
３日　現物監査

９日　「コロナに負けるな！

元気なまち勝央パワー回復まつり」

12日　「牛乳大好き！

絵画コンクール」審査会

14日　おからく教育振興会理事会・

評議員会

15日　牛乳・乳製品利用料理

コンクール岡山県大会

17日　津山・真南地区全戸巡回

24日　管理職会議

27日　酪政連美作支部議員懇談会

29日〜30日　

　　　第77回岡山県畜産共進会

31日　理事会
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